
（別紙３）

～ 令和　7　年　3　月　15　日

（対象者数） 20 （回答者数） 16

～ 令和　7　年　3　月　15　日

（対象者数） 6 （回答者数） 6

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

今後も職員間での情報共有をしっかりと行い、支援を行って

いきます。

子どもたち、保護者の方とのコミュニケーションをたくさん

とり、個性や状況をより細かく理解できるように努めていき

ます。

2

今後も子どもたち、保護者の方のニーズを把握していきま

す。

子どもたちのやってみたいという気持ちを大切にし、楽しん

で取り組める活動プログラムを提供していきます。

3

より子どもたちが楽しんで活動に取り組めるよう、様々な活

動を取り入れていきます。

今後も保護者の方との連携を取りながら、支援を行っていき

ます。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1
マニュアルは常時閲覧ができる箇所に設置。

訓練を実施した際には、実施内容の発信等を行っていく。

2

保護者会の内容を見直し、保護者同士、きょうだい同士の交

流が十分に持てる機会を作る。

皆様に参加していただけるよう、お声がけ等を行っていく。

3
利用者の方のニーズや安全面を考慮しながら、事業所外での

活動時に地域との交流を増やしていく。

子ども一人ひとりの個性や状況を理解し、それぞれに応じた

支援を行っています。

職員間での情報共有を常に行い、子ども一人ひとりの日々変

化する状態の把握を行っています。その時々の状態に応じて

活動内容やアプローチ方法を検討し、支援を行っています。

様々な活動プログラムの提供を行っています。

運動、クッキング、工作、季節に合わせたイベント、外出行

事、買い物体験等のプログラムの提供を行っています。

子どもたちのやりたいこと、やってみたいことを活動プログ

ラムに反映させています。

事業所の支援に対する満足度。

日々変化していく子どもたちをチームで支援しています。

様々な活動やイベントを取り入れ、子どもたちが飽きないよ

う工夫をしています。日々のコミュニケーションを大切に

し、何かあった際には迅速に対応しています。

保護者の方との情報共有や相談支援を日々行っています。

地域との交流機会。

事業所外での活動（公園活動、買い物体験等）の際には交流

を持つ機会があるが、利用者の方のニーズや安全面から積極

的な交流の機会を設けることができていない。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

保護者の方への周知。

（マニュアル、訓練の実施について）
マニュアルを策定し、説明、訓練等も実施しているが、説明

の機会が少なく、保護者の方へ十分に伝わっていなかった。

保護者同士、きょうだい同士の交流機会。

保護者会を開催しているが、交流を十分に持つことができな

かった。

保護者会の中できょうだい同士の交流も行う予定であった

が、参加者が少なく、交流の機会を作ることができなかっ

た。

令和　7　年　3　月　1　日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 令和　7　年　3　月　25　日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 放課後等デイサービス　ぞうさん長丘教室

○保護者評価実施期間 令和　7　年　3　月　1　日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


